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素
環
万
の
型
式
学
的
研
究

再

在

柄

Iま

じ

め

小
稿
の
目
的
は
東
ア
ジ
ア
の
鉄
器
文
化
の
発
展
と
伝
播
に
伴
う
地
域
聞
の
交
流
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
古
代
東
ア
ジ

ア
地
域
に
広
く
分
布
す
る
素
環
万
の
型
式
学
的
研
究
を
基
礎
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
聞
の
交
流
を
追
求
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
こ
こ
で
素
環
刀
と
は
「
素
環
頭
柄
万
」
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
万
の
柄
の
基
部
が
環
状
を
呈
し
、
か
つ

環
体
の
内
側
に
装
飾
を
施
さ
な
い
も
の
を
い
う
。

最
初
に
素
環
万
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
、

次
に
「
ご

1
「
一
こ
に
お
い
て
素
環
万
の
型
式
分
類
を
行
う
o

ヨア」
1
「
五
」
に
お

い
て
は
素
環
万
の
変
遷
と
編
年
を
考
察
し
、
同
時
に
そ
の
変
化
の
背
景
を
追
求
す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
鉄
製
品
に
限
定
し
て
考
察

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

素
環
万
の
型
式
学
的
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
が
ま
ず
注
目
し
た
点
は
そ
の
長
さ
を
分
類
の
基
準
と
し
て
大
万
や
短
万

83 

や
万
子
な
ど
に
区
別
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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今
尾
文
昭
は
一
五
回
前
後
か
ら
一
ニ

O
四
未
満
の
も
の
を
万
子
と
し
、
大
万
は

A
類
〔
三

0
3五
O
m
前
後
、
六

O
m
未
満
〕
と

B
類

〔六

O
個
以
上
〕
と
に
分
類
し
た
。

ま
た
素
環
万
を
さ
ら
に
細
か
く
型
式
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
環
頭
の
製
作
技
法
と
形
態
が
重
視
さ
れ
た
。

杉
原
和
雄
は
環
頭
と
万
身
と
の
連
結
技
法
の
差
に
よ
っ
て
二
型
式
に
分
類
し
た
。
こ
の
う
ち

A
型
式
は
茎
の
端
を
円
形
に
曲
、
げ
、
こ

れ
を
環
頭
と
す
る
共
作
り
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
B
型
式
は
円
形
の
鉄
環
を
別
に
作
り
、
茎
の
端
を
折
り
曲
げ
る
よ
う
に
し
て
鉄
環
を

ハ
2
〉

固
定
す
る
別
作
り
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
児
玉
真
一
は
素
環
部
分
の
平
面
形
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
中
心
に
二
型
式
に
分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

－
型
と
は
柄
が
素
環
頭
の

ほ
ぽ
中
央
に
位
置
す
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

E
型
は
素
環
頭
が
柄
の
背
部
側
か
ら
直
線
的
に
の
び
て
リ
ン
グ
を
作
り
出

す
も
の
で
あ
る
。

素
環
万
の
巨
択
さ
あ
る
い
は
製
作
技
法
や
形
態
に
よ
る
以
上
の
型
式
学
的
研
究
は
日
本
で
の
出
土
資
料
を
主
な
対
象
と
し
て
き
た
。
し

か
し
小
林
行
雄
が
指
摘
し
た
よ
う
に
大
陸
の
実
例
に
よ
る
変
遷
と
編
年
の
検
討
が
可
能
な
遺
物
で
あ
る
以
上
、

日
本
出
土
品
と
と
も
に

中
国
や
朝
鮮
半
島
出
土
品
も
型
式
学
的
研
究
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
点
で
中
国
の
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
に
お
い
て
、
墓
か
ら
出
土
し
た
素
環
万
の
長
さ
を
基
準
と
し
て
分
類
を
行
っ
て
い
る
の
は
参

考
に
な
る
。
こ
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
出
土
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
武
器
、
書
刀
の
よ
う
な
工
具
と
し
て
の
ナ
イ
フ
、
ま
た
厨
房
用
ナ

〈

4
〉

イ
フ
な
ど
を
区
別
し
、
分
類
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
弥
生
時
代
の
短
い
素
環
刀
に
つ
い
て
、
そ
の
出
土
状
況
か
ら
は
武
器
と
工
具
用
ナ

イ
フ
と
を
明
確
に
区
分
し
き
れ
な
い
点
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
中
国
の
研
究
成
果
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
示
唆
す
る
。



素
環
刀
の
器
種
分
類
｜
l
大
刀
・
小
万
・
短
万
・
刀
子

1 

長
さ
に
よ
る
分
類

こ
れ
ま
で
の
素
環
万
の
分
類
に
お
い
て
研
究
者
聞
で
混
乱
が
多
い
の
は
大
万
、
短
万
、
万
子
な
ど
規
模
に
よ
る
分
類
基
準
の
不
一
致

で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
環
万
の
規
模
に
よ
る
差
は
機
能
の
差
を
反
映
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
大
万
、
短
万
、
万
子

な
ど
は
器
種
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
た
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
器
種
分
類
に
あ
た
り
、
私
は
個
々
の
素
環
刀
の
規
模
の
デ
ー
タ
を
統
計
的

素環刀の型式学的研究

に
処
理
し
、
よ
り
客
観
的
な
区
分
を
試
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
中
園
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
出
土
の
資
料
の
う
ち
ほ
ぽ
全
形
を
保
つ

て
い
る
八
九
例
（
八
三
遺
跡
出
土
）
を
対
象
に
長
さ
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
単
位
と
す
る
統
計
階
級
ご
と
の
度
数
分
布
を
調
べ
る
こ
と

と
す
る
。
そ
の
結
果
は
図
一
の
棒
グ
ラ
フ
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

棒
グ
ラ
フ
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
七
一
個
（
恥
必
）

1
八
二
・
五
個
（
恥
口
）
の
集
中
的
分
布
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
長
さ
七
五
・
六
回
（
札
川
崎
）

1
八
二
・
五
個
（
机
川
口
）
の
集
中
は
と
く
に
目
立
つ
。
そ
し
て
棒
グ
ラ
フ
上
に
見
ら
れ
る
長
さ
の

最
も
大
き
な
変
化
点
は
六
二
・
一
回

（
恥
但
）
か
ら
七
一
個
（
恥
位
〉
ま
で
の
間
に
あ
る
。
も
う
一
箇
所
四
四
・
七
四
（
恥
斜
〉
か
ら

五
二
個
（
ぬ
お
）
ま
で
の
変
化
も
自
に
つ
く
。
こ
の
ニ
箇
所
の
長
さ
の
大
き
な
変
化
に
挟
ま
れ
た
五
二
回

（
恥
部
）
か
ら
六
二
・
一
回

（h
H
M
）
ま
で
の
間
に
集
中
分
布
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
約
五

O
個
以
上
の
刀
に
つ
い
て
は
約
七

O
咽
を
境
に
し
て
大
き
く
ニ
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
七
五
・
六
回
か
ら
八
二
・
五
回
に
集
中
分
布
が
見
ら
れ
る
約
七

O
個
以
上
の
例
を
大
万
グ

ル
ー
プ
と
分
類
し
、
以
下
大
万
と
呼
ぶ
。

他
と
明
瞭
に
離
れ
た
分
布
を
見
せ
る
五
二
回

約
五

O
m
i七
o
m
未
満
を
示
し
、

r、、
、No.
35 
'-' 

85 

ー
六
二
・
一
四

ハ
恥
出
〉
の
例
は
小
刀
と
分
類
す
る
こ
と
に
す
る
。
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大
万
は
さ
ら
に
四
つ
に
細
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
長
さ
の
集
中
分
布
を
見
せ
る
七
一
回
（
恥
必
）

i
八
二
・
五
個
（
恥

n）
の
う
ち
、
七
一
叫
（
恥
位
）

1
七
一
二
回
（
肌
川
崎
）
と
七
五
・
六
四
（
肌
川
崎
）

1
入
ニ
・
五
個

（
札
川
口
）
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
に

分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
八
二
・
五
位

（
肌
川
口
）
よ
り
大
き
い
大
万
に
つ
い
て
も
、
約
一

m
以
上
と
八
四
四
（
恥

η）
1
九

五
・
八
四
ハ
恥
但
）
と
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
私
は
七
一
叩
（
恥
必
〉

1
七
一
一
一
個
〈
札
川
崎
）
の
例
を
小
形
大
万
、
七
五
・
六

四
（
恥
川
明
）

t
八
二
・
五
四
（
札
川
口
〉
を
中
形
大
万
、

八
四
四
（
恥

η
）

1
九
五
・
八
四
（
恥
位
〉
を
大
形
大
刀
、
九
九
四
（
恥
部
）

以
上
の
例
を
長
大
形
大
万
と
名
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

素環万の型式学的研究

以
上
の
よ
う
に
小
万
、
大
万
は
長
さ
を
基
準
と
し
て
画
然
と
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
二
四
・
一
個
（
胤

1
）
i
四
四
・
七

岨
（
恥
担
）
の
聞
に
は
小
万
、
大
万
の
如
き
目
立
つ
分
岐
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
長
さ
の
差
に
注
目
す
る
と
三
つ
の
集

中
し
た
分
布
域
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
九
・
こ
佃
（
恥
叩
）

1
三
四
・
八
四
（
恥
訂
）
の
部
分
と
一
七
・
八

（
恥
ロ
）
の
部
分
、
そ
し
て
二
五
・
四
四
（
恥
日
）

1
一
一
六
・
八
四

（
恥
日
）
の
部
分
の
三
箇
所
で
あ
る
。
こ

cm 

（恥

4
）
1
一
一
一
個

の
う
ち
、
二
六
・
入
団
〈
恥
問
）
よ
り
長
い
例
は
二
九
・
二
個

1
三
四
・
八
四
に
と
く
に
ピ
l
ク
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
短
万
と
し
、

七
・
八
佃

1
二
一
叫
を
中
心
と
す
る
こ
三
・
五
個
（
恥

H
）
よ
り
短
い
例
を
万
子
（
ナ
イ
フ
）
と
分
類
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
方
、
万

子
と
短
万
と
の
中
間
的
な
長
さ
を
も
っ
二
五
・
四
叩
1
ニ
六
・
八
個
の
例
は
短
万
の
型
式
学
的
特
徴
に
よ
り
近
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

を
短
万
に
含
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
約
二
五
回
、
を
境
に
し
て
万
子
と
短
万
と
の
こ
つ
に
分
類
す
る
こ
と
と
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
、
短
い
色
白
m
m
2
が
ナ
イ
フ
と
し
て
使
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
実
際
に
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
適

ハ
6
V

当
に
－

S山
内

0
・仏国－
mmo『
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
V
・
G
・
チ
ャ
イ
ル
ド
は
指
摘
し
て
い
る
。
材
質
上
の
差
は
存
在
す
る
も
の
の
、
ナ

87 

イ
フ
と
短
万
と
の
中
間
的
な
長
さ
を
も
っ
前
述
し
た
素
環
万
の
二
五
・
四
四

1
二
六
・
八
四
の
例
も
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
例
で
あ



88 

ろ
う
。

2 

長
幅
比
と
の
対
応
関
係

日
本
古
代
の
万
剣
の
製
作
に
お
け
る
鍛
錬
と
焼
入
な
ど
の
造
万
法
の
研
究
は
進
ん
で
お
り
ド
古
代
中
国
の
万
剣
の
発
展
過
程
の
研
究

に
お
い
て
も
鍛
錬
と
焼
入
の
問
題
は
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
明
ら
か
な
よ
う
に
刀
剣
の
製
作
技
術
は
自
然
科
学
的
分

析
に
よ
っ
て
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
万
剣
製
作
上
の
技
術
水
準
が
万
の
外
形
に
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
型

式
学
的
分
析
に
よ
る
変
遷
過
程
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
万
剣
の
編
年
や
系
譜
を
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
に
よ
る
青
銅
製
万
剣
類
の
研
究
が
参
考
に
な
る
。
彼
は
仏
同
一
m
m巾
円
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、

突
き
刺
す
際
の
重
圧
に
よ
る
ひ
ず
み
や
折
損
を
防
ぐ
た
め
の
何
ら
か
の
工
夫
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
私
は
素
環
万
に
も
こ

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

れ
に
類
似
し
た
工
夫
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
、
以
下
の
考
察
を
進
め
た
い
。

こ
の
工
夫
の
第
一
と
し
て
万
身
の
背
を
厚
く
す
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
万
身
の
断
面
が
二
等
辺
三
角
形
に
な
あ
よ

う
に
製
作
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
力
学
的
剛
度
を
考
慮
し
た
工
夫
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
の
工
夫
は
鍛
錬
、
焼
入
な
ど
に
よ
っ
て
内
部
組
織
の
剛
度
を
高
く
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
内
部
組
織
の
強
化
な
し
に
丈
夫
で
長

い
万
を
作
る
た
め
に
は
万
の
幅
と
厚
さ
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
、
重
量
の
は
な
は
だ
し
い
増
加
は
武
器
を
使
う
視
点
か

ら
は
有
効
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
鍛
錬
、
焼
入
な
ど
に
よ
る
内
部
組
織
の
剛
度
を
高
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幅
と
厚
さ
の
増
加
率
を

低
下
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
強
度
の
大
き
い
万
が
作
り
う
る
。
こ
の
剛
度
と
重
量
と
の
釣
り
合
い
関
係
を
基
礎
と
し
て
万
子
、
短

万
、
小
万
、
大
万
の
器
種
別
に
効
率
的
な
長
さ
、
幅
、
厚
さ
の
比
率
が
出
現
す
る
の
で
は
な
い
か
。
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
素
環
万
の

長
さ
に
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
万
身
の
長
さ
、
幅
、
厚
さ
の
＝
一
者
の
比
率
を
調
べ
る
こ



と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
出
土
し
た
素
環
万
は
、
そ
の
鏡
化
に
よ
っ
て
厚
さ
の
測
定
値
に
誤
差
が
含
ま
れ

る
た
め
、
こ
こ
で
は
長
さ
と
幅
の
関
係
に
し
ぼ
っ
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

図
一
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
素
環
万
の
長
幅
比
（
長
さ
を
幅
で
割
っ
た
数
値
）
を
示
し
て
い
る
。
長
さ
に
よ
る
分
類
に
お
い
て
小
形
大

万
と
分
類
し
た
七
一
回
（
恥
詔
）

1
七
一
二
個
（
払
川
崎
）
の
連
続
す
る
七
例
の
長
幅
比
は
二
三
・
五

S
二
五
に
集
中
し
て
い
る
。
各
例
の

長
幅
比
の
差
は
わ
ず
か
に
一
・
五
以
下
で
あ
り
、
長
さ
の
差
も
約
二
個
以
下
で
あ
る
。

次
に
長
さ
七
五
・
六
回
（
恥
羽
〉

l
八
二
・
五
個
（
恥

n〉
の
中
形
大
刀
は
部
分
的
な
長
幅
比
の
高
低
が
見
ら
れ
る
が
、
長
幅
比
は

素環刀の型式学的研究

約
二
二

1
三
二
の
幅
に
分
布
す
る
。
連
続
的
に
分
布
す
る
恥
日
と
肌
川
町
、

凪

Q
M
ご

凪

A
U

、

M
m
r
D
Eと
u
m
p
o

m
h
n
E

：凪
Q
Z

N
6
t
N
6
 
恥
刊
と
机
川
口
は
各
々
ほ
ぼ
同

じ
長
さ
と
長
幅
比
を
有
す
る
。

全
体
的
に
は
小
形
大
万
は
長
幅
比
約
二
四
前
後
に
、
中
形
大
万
は
約
二
六

1
二
人
前
後
に
集
中
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
小
形
、
中

形
大
万
は
長
さ
と
長
幅
比
と
が
最
も
敏
感
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

入
四
回
（

1mn）
1
九
五
・
八
四
（
恥
回
）
の
大
形
大
万
は
比
較
的
急
な
傾
斜
の
棒
グ
ラ
フ
を
示
し
て
お
り
、
長
幅
比
の
分
布
幅
は

約
二
五

S
三
六
で
あ
る
。

最
も
急
な
傾
斜
の
棒
グ
ラ
フ
を
示
す
九
九
四
（
恥
部
〉

1
一
二
五
・
三
個

（
恥
的
〉
の
長
大
形
大
刀
の
長
幅
比
の
分
布
幅
は

五
1
四
四
・
二
で
あ
る
。

大
形
、
長
大
形
大
万
の
長
さ
と
長
幅
比
の
対
応
関
係
は
棒
グ
ラ
フ
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
傾
向
が
示
す
よ
う
に
長
さ
が
長
い
ほ
ど
長
幅

比
も
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
札
川
町
の
よ
う
に
非
常
に
長
幅
比
の
高
い
例
の
存
在
も
注
目
さ
れ
る
。

89 

五
二
回
（
恥
部
〉

1
六
二
・
一
四
（
恥
H
U
〉
の
小
万
は
一
八
・
三

1
ニ
四
・
八
の
長
幅
比
の
分
布
幅
を
も
っ
て
お
り
、
全
般
的
に
は
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万
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
長
幅
比
も
高
く
な
る
比
例
関
係
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
恥
坊
と
恥
却
は
恥
部

1
恥
訂
よ
り
長
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
長
幅
比
は
低
く
な
る
例
で
あ
る
。

二
三
・
五
四
（
h
H）
1
四
四
・
七
四

（
恥
泊
）
の
短
万
は
図
一
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
長
さ
の
傾
向
に
比
べ

て
非
常
に
不
規
則
な
長
幅
比
を
も
っ
て
い
る
。
恥

H
と
恥
幻
の
よ
う
に
長
さ
に
比
べ
て
と
く
に
高
い
長
幅
比
を
も
っ
例
も
自
に
つ
く
。

し
か
し
な
が
ら
連
続
的
に
分
布
す
る
二
六
・
六
回

（札川口）

1
二
九
・
二
叩

（
恥
叩
）

の
三
例
は
長
幅
比
が
約
一
人
前
後
、
四
二
個
（
恥

担）

1
四
四
・
七
佃
（
恥
M
A
）
の
四
例
は
約
一
五
前
後
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

一
四
・
一
佃
（
恥

1
）
1
二
二
・
二
個

（
h
u）
の
刀
子
は
短
万
の
よ
う
に
長
さ
の
傾
向
に
比
べ
て
非
常
に
不
規
則
な
長
幅
比
を
示

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
恥
日
は
二

0
・
九
と
万
子
の
中
で
、
ず
ば
抜
け
て
高
い
長
幅
比
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
一
九
四

（恥

7
）

1
二

0
・
五
四

（恥
9
）
の
三
例
を
中
心
に
約
一
二
前
後
の
低
い
長
幅
比
を
示
す
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
万
子
の
特
徴
で
あ
る
。

以
上
、
素
環
万
の
長
さ
と
長
幅
比
の
対
応
関
係
の
考
察
を
も
と
に
、
効
率
的
な
万
の
長
さ
と
幅
の
比
率
が
存
在
し
た
か
否
か
に
焦
点

を
あ
て
て
分
析
し
た
。
こ
の
中
で
小
万
と
小
形
、
中
形
の
大
万
に
長
さ
と
長
幅
比
と
の
対
応
関
係
の
規
則
性
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
素
環
万
の
中
で
小
万
お
よ
び
小
形
、
中
形
の
大
万
が
武
器
と
し
て
有
用
性
の
高
い
典
型
化
さ
れ
た
例
で
あ
っ
た
と
い
え

ょ
う
。

素
環
万
の
細
分
型
式

1
1
関
・
茎
・
刃
先
・
環
頭
の
属
性

1 

関
と
茎
と
刃
先

素
環
万
の
型
式
学
的
分
類
を
追
求
す
る
上
で
、
万
の
長
さ
お
よ
び
万
身
の
力
学
的
構
造
を
反
映
す
る
長
幅
比
は
重
要
で
あ
る
が
、
柄
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1 関 I 2 茎 ｜ 刃先
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一
寸

ο~ 四日ι~ ω 
f
E
 の

着
装
部
の
関
と
茎
の
変
化
も
ま
た
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
図
一
の
棒
グ
ラ
フ
の
中

に
関
と
茎
と
の
型
式
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
五
つ
の
型
式
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た

も
の
を
表
示
し
た
。
こ
れ
は
闘
を
無
関
、
片
関
、
両
関
の
三
つ
、
茎
を
広
茎
、
細
茎

の
二
つ
に
分
け
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
刃
先
の
型
式
も
素
環
刀
の
型
式
分
類
に
お
い
て
一
つ
の
要
素
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
標
準
、
外
反
り
、
背
部
割
り
込
み
、
先
細
の
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
に
す
る

（
図
二
の
型
式
概
念
図
を
参
照
〉
。

素
環
刀
子
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
図
一
に
示
し
た
万
子
二
二
例
の
中
で
無
関
・
広
茎

A
タ
イ
プ
の
恥
日
以
外
は
す
べ
て
が
片
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
外
反
り
刃
先
や
先
細
刃
先
も
存
在
す
る
が
標
準
刃
先
（
六
例
）
と
背
部
割
り

込
み
刃
先
（
四
例
）
の
例
が
多
い
。

素
環
短
万
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
図
一
の
一
二
例
の
中
で
片
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
の

例
（
一
五
例
）
が
最
も
多
い
。
万
子
と
同
様
無
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
が
一
例
あ
る
が
、

万
子
に
な
か
っ
た
片
関
・
細
茎
A
、
B
の
例
が
各
々
一
例
存
在
す
る
。
標
準
刃
先
（
八

例
）
が
多
く
、
次
に
先
細
刃
先
（
六
例
）
、
外
反
り
刃
先
（
四
例
）
、
背
部
割
り
込
み

刃
先
（
二
例
）
の
順
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
短
万
の
関
・
茎
と
刃
先
の
型
式
学
的
特

徴
は
万
子
の
そ
れ
と
類
似
す
る
傾
向
を
示
す
。
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素
環
小
刀
に
つ
い
て
い
え
ば
、
図
一
の
七
例
の
中
で
三
例
が
無
関
・
広
茎
A
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
標
準
刃
先
と
背
部
割
引
り

込
み
刃
先
が
三
例
ず
つ
存
在
す
る
。
先
細
刃
先
と
外
反
り
刃
先
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
万
子
や
短
万
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

図
一
の
素
環
大
万
の
四
八
例
を
関
・
茎
を
基
準
に
分
類
を
行
っ
た
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
無
関
・
広
茎

A
二
例
、
無
関
・
広
茎

B
一
例
、
片
関
・
広
茎

A
一
一
例
、
片
関
・
広
茎
B
四
例
、
片
関
・
細
茎
A
四
例
、
片
関
・
細
茎
B
一
例
、
両
関
・
広
茎
A
九
例
、
両

関
・
細
茎
A
入
例
、
両
関
・
細
茎
B
五
例
、

不
明
三
例
で
あ
る
。
万
子
や
短
刀
と
同
様
無
関
・
広
茎
タ
イ
プ
の
例
が
少
な
い
。
関
だ
け

を
み
れ
ば
、
無
関
が
三
例
、
片
関
が
二

O
例
、
両
関
が
二
二
例
で
あ
る
。
図
一
で
示
す
両
関
タ
イ
プ
の
す
べ
て
が
大
万
に
属
し
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
片
関
と
両
闘
の
比
率
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
片
関
、
両
関
の
各
タ
イ
プ
内
の
広
茎
と
細
茎
の
比
率
は
対

照
的
に
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
片
関
タ
イ
プ
内
で
は
広
茎
（
一
五
例
）
が
細
茎
（
五
例
）
よ
り
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
反
面
、
両
関
タ

イ
プ
内
で
は
広
茎
（
九
例
〉
よ
り
細
茎
（
二
ニ
例
）
が
多
い
。
素
環
万
の
変
遷
の
流
れ
に
つ
い
て
は
「
五
」
に
お
い
て
後
述
す
る
が
、
大
万

の
場
合
少
な
く
と
も
西
日
本
地
域
と
韓
国
東
南
地
域
で
み
る
か
ぎ
り
、
大
局
的
に
は
片
関
か
ら
両
関
へ
、
広
茎
か
ら
細
茎
へ
の
型
式
変

遷
が
認
め
ら
れ
る
。
図
一
の
大
万
の
特
徴
と
し
て
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
点
は
小
形
大
万
の
大
多
数
が
両
関
で
あ
り
、
な
お
か
つ
細
茎

が
多
い
点
で
あ
る
。
小
形
大
万
に
型
式
学
的
に
新
し
い
要
素
が
多
く
存
在
す
る
点
は
小
形
大
万
の
意
味
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
o

一
方
、
刃
先
の
型
式
に
お
い
て
は
小
万
と
同
様
に
先
細
刃
先
と
外
反
り
刃
先
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
背
部
割
り
込
み
刃
先
（
二
例
）

に
比
べ
て
標
準
刃
先
（
三
二
例
）
の
占
め
る
比
率
は
小
万
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
。
と
こ
ろ
で
図
一
の
ぬ
槌
は
刀
身
の
先
端
部
が
細
身
で

先
細
刃
先
に
み
え
な
く
な
い
が
刃
先
の
形
態
か
ら
一
応
標
準
刃
先
に
属
す
る
も
の
と
分
類
す
る
。

2 

環
頭
の
形
態



環
頭
の
型
式
に
つ
い
て
は
環
頭
が
茎
を
中
心
に
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
す
る
対
称
関
係
に
よ
る
分
類
と
楕
円

形
、
方
形
な
ど
の
環
頭
の
平
面
形
に
よ
る
分
類
と
を
組
み
合
わ
ぜ
て
型
式
分
類
す
る
こ
と
に
す
る
（
図
二
の
型
式
概
念
図
を
参
照
〉
。

万
子
に
つ
い
て
い
え
ば
、

一
一
一
一
例
の
中
で
環
頭
が
茎
を
中
心
に
ほ
ぼ
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
対
称
型
は
六
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

惰
円
形
は
四
例
、
円
形
は
二
例
で
あ
る
。
非
対
称
型
は
七
例
あ
り
、
う
ち
六
例
は
環
頭
が
刃
側
に
片
寄
る
偏
刃
楕
円
形
（
三
例
）
と
偏

刃
円
形
（
一
二
例
）
で
あ
る
。
残
る
一
例
は
環
頭
が
背
側
に
片
寄
る
偏
背
楕
円
形
で
あ
る
。
対
称
型
と
非
対
称
型
の
比
率
が
、

ほ
ぽ
同
じ

で
あ
り
、
ま
た
楕
円
形
（
入
例
）
は
円
形
（
五
例
）
に
比
べ
て
多
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。

素環万の型式学的研究

短
刀
に
つ
い
て
い
え
ば
、
二
一
例
の
中
、
対
称
型
は
一
七
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
惰
円
形
一
一
例
、
円
形
六
例
で
あ
る
。
非
対
称
型
は

四
例
あ
り
、
う
ち
三
例
が
桔
円
形
、

一
例
が
円
形
で
あ
る
。
万
子
に
比
べ
て
対
称
型
（
一
七
例
〉
に
対
す
る
非
対
称
型
（
四
例
）
の
比

率
が
低
い
点
が
自
に
つ
く
。
楕
円
形
（
一
四
例
）
に
対
す
る
円
形
（
七
例
）

の
比
率
は
万
子
と
類
似
す
る
。

小
万
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
七
例
の
中
に
は
万
子
や
短
万
に
多
く
見
ら
れ
た
非
対
称
型
が
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
万

子
や
短
万
に
見
ら
れ
な
い
方
形
が
一
例
あ
り
、
他
に
楕
円
形
四
例
、
円
形
一
例
、
不
明
一
例
で
あ
る
。
楕
円
形
に
対
す
る
円
形
の
比
率

は
万
子
や
短
万
に
比
べ
て
一
段
と
低
い
。

大
万
に
つ
い
て
い
え
ば
、

四
入
倒
の
中
に
は
小
刀
と
同
様
非
対
称
型
は
見
ら
れ
な
い
。
楕
円
形
が
三
二
例
、
円
形
と
六
角
形
が
各
々

一
例
、
五
角
形
と
扇
形
が
二
例
ず
っ
、
方
形
九
例
、
不
明
一
例
で
あ
る
。
大
万
で
は
楕
円
形
が
最
も
多
い
が
方
形
も
比
較
的
多
く
見
ら

れ
る
。
楕
円
形
に
対
す
る
円
形
の
比
率
は
万
子
、
短
万
、
小
万
に
比
べ
て
一
番
低
い
。
五
角
形
、
六
角
形
、
扇
形
な
ど
環
頭
の
形
態
に

装
飾
的
な
多
様
性
が
見
ら
れ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
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4 2 

中
国
に
お
け
る
素
環
刀
の
出
現
と
発
達

1 

素
環
万
の
出
現

広西左江流域の岩壁画中の素環万（注目文献）

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
素
環
万
の
出
現
と
発
達
の
考
察
に
お
い
て
、
中
国
は
ま
ず
最
初
に
検
討
す
ベ

き
地
域
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
に
お
け
る
鉄
製
素
環
万
の
出
現
時
期
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。
た
だ
洛
陽
中
州
路
の

M
二
七
一
七
墓
か
ら
素
環
短
万
が
、
秦
始
皇
陵
兵
馬
桶
一
号
坑
か

ら
は
素
環
万
子
が
出
土
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
鉄
製
の
素
環
万
は
万
子
や
短
万
に
お
い
て
、
す

で
に
戦
国
時
代
に
は
出
現
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
広
西
壮
族
自
治
区
の
左
江
流
域
の
岩
壁
画
中
の
素
環
万
の
絵
（
図
一
二
〉
を
湖
南
省
衡
山
で

出
土
し
た
靴
形
銅
銭
上
の
素
環
万
の
文
様
と
関
連
づ
け
て
、
岩
壁
画
に
見
え
る
素
環
万
の
上
限
を
戦

国
時
代
に
求
め
る
説
も
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
壁
画
に
描
か
れ
た
も
の
が
万
子
で
あ
る
か
大
万
で

あ
る
か
、

ま
た
銅
製
か
鉄
製
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
素
環
小
万
や
大
万
は
洛
陽
の
焼
溝
と
西
郊
の
発
掘
調
査
資
料
に
よ
っ
て
、
洛
陽
地
方
に
お

図三

い
て
は
前
漢
時
代
に
は
出
現
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

2 

素
環
万
の
盛
行

鉄
製
素
環
万
子
の
出
現
と
盛
行
は
、
そ
れ
以
前
に
盛
行
し
た
青
銅
製
素
環
万
子
を
基
礎
と
す
る
も
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の
で
あ
り
、

工
具
に
お
け
る
材
質
の
変
化
と
い
え
よ
う
。

」
れ
に
た
い
し
漢
代
の
素
環
大
万
の
出
現
と
盛
行
は
万
子

か
ら
大
万
へ
と
い
う
規
模
の
大
型
化
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

そ
れ
は
工
具
の
段
階
か
ら
工
具
と
武
器
と
の
機
能
分
化
と

い
う
質
的
変
化
と
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

武氏嗣i史画像石（注目文献）

さ
て
、
漢
代
に
鉄
製
素
環
万
が
大
盛
行
す
る
背
景
は
な

に
か
。
林
－
訟
は
青
銅
製
素
環
万
子
の
利
点
と
し
て
、
第

に
万
身
と
柄
の
堅
固
な
連
結
な
ど
の
製
作
上
の
利
点
、
第

二
に
携
帯
上
の
利
点
を
上
げ
て
い
る
。
工
具
と
し
て
の
鉄

制
調
素
環
万
は
こ
の
よ
う
な
利
点
が
基
礎
と
な
っ
て
、

ひ
き

続
き
盛
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
武
器
と
し
て
の
鉄

l忍四

製
素
環
万
の
大
盛
行
に
は
、
こ
の
他
に
も
戦
術
上
の
利
点

が
一
要
素
と
し
て
作
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

環
頭
に
ひ
も
を
付
け
て
使
用
す
る
こ
と
が
漢
代
の
画
像

石
の
絵
（
図
四
）
か
ら
知
り
う
る
。
こ
の
こ
と
が
こ
の
間

題
に
接
近
す
る
上
で
鍵
に
な
る
。
ひ
も
の
機
能
と
し
て
第

〈ロ」

一
に
装
飾
的
役
割
、
ま
た
第
二
に
環
頭
に
結
び
つ
け
、
か
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つ
手
に
巻
き
つ
け
る
機
能
な
ど
を
考
え
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
私
は
戦
闘
場
面
を
描
い
た
武
民
画
像
石
の
分
析
か
ら
さ
ら
に
次

の
こ
と
を
も
重
視
し
た
い
。
画
像
の
中
で
攻
撃
側
は
環
頭
に
ひ
も
を
付
け
て
い
る
が
攻
撃
を
受
け
て
い
る
側
は
ひ
も
を
付
け
て
い
な
い
。

お
そ
ら
く
攻
撃
側
と
防
御
側
と
い
う
敵
対
す
る
二
つ
の
軍
事
集
団
の
差
を
作
者
が
意
識
し
て
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
攻
撃
側
が

敵
と
の
区
別
の
た
め
の
標
識
と
し
て
環
頭
に
ひ
も
を
付
け
る
こ
の
よ
う
な
戦
術
は
、
孫
臆
兵
法
な
ど
で
強
調
さ
れ
て
い
る
月
光
の
下
で

の
夜
襲
な
ど
の
「
月
戦
」
に
お
い
て
、
と
く
に
効
力
を
発
揮
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

3 

素
環
万
の
型
式
学
的
特
徴
と
地
域
性

ω中
国
中
原
地
域

洛
陽
の
焼
溝
や
西
郊
な
ど
の
前
漢
墓
の
発
掘
調
査
資
料
に
よ
っ
て
、
前
漢
時
代
に
万
身
と
柄
と
の
間
の
明
瞭
な
区
分
が
な
い
特
徴
を

も
っ
素
環
大
万
が
盛
行
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
洛
陽
焼
溝
漢
墓
出
土
の
素
環
万
の
中
に
は
万
身
と
柄
の

聞
が
明
瞭
に
区
分
で
き
る
片
関
を
成
す
例
（
図
五
｜
日
）
も
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
例
が
短
万
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
同

じ
素
環
万
で
あ
っ
て
も
万
子
や
短
万
と
大
万
と
の
間
に
は
型
式
差
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ω中
国
西
南
地
域

前
漢
初
期
と
編
年
さ
れ
る
広
西
壮
族
自
治
区
の
羅
泊
湾
一
号
墓
の
五
号
殉
葬
木
棺
か
ら
は
、

一
一
ニ
才
前
後
の
少
年
の
人
骨
と
共
に
全

長
二
三
ハ
四
の
木
杖
と
二
本
の
角
質
漆
鞘
の
鉄
剣
、
一
本
の
素
環
万
子
の
残
片
が
出
土
し
て
い
る
。
二
本
の
鉄
剣
の
う
ち
一
本
は
全
長
一

三
0
・
二
回
の
長
大
な
も
の
で
あ
る
o
報
告
者
は
木
杖
と
鉄
剣
の
副
葬
な
ど
か
ら
、
こ
の
殉
葬
少
年
を
墓
主
の
生
前
の
侍
従
と
推
定
す
一
物

一
号
墓
の
墓
葬
の
規
模
な
ど
か
ら
、
報
告
者
が
考
察
す
る
よ
う
に
生
前
の
墓
主
が
こ
の
地
域
の
最
高
統
治
者
に
準
ず
る
人
物
で
あ
っ
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図五素環刀一刀子・短万・

小万
1 慶尚南道茶戸里， 2
福岡県立岩， 3 広西壮族
自治区羅i自湾， 4 内蒙古
自治区西海畔， 5 福岡県

宝i荷尾， 6 福岡県三沢栗
原， 7・11 福岡県汐井掛，
8 河北省、満城， 9 黄

海南道雲城里， 10 慶尚南

道良i同里， 12 福岡県松本，
13・14・19 吉林省老河
深， 15 河南省焼溝， 16・
17 福岡県前田山， 18 佐

賀県横田， 20 佐賀県三津

永田， 21 釜山市五倫台，

22 福岡県藤崎， 23 慶尚

南道老国洞
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た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
主
棺
が
盗
掘
を
受
け
て
不
明
な
点
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
前
漢
初
期
の
広

西
地
方
に
お
い
て
首
長
の
主
な
武
器
は
素
環
大
万
で
は
な
く
長
大
な
鉄
剣
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
、
こ
の
一
号
墓
の
榔
室
中
室
か
ら
は
中
原
、
西
南
地
域
の
型
式
学
的
特
徴
と
も
い
え
る
非
常
に
直
線
的
な
背
部
と
橋
円
形
環
頭
、

標
準
刃
先
を
有
す
る
片
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
の
素
環
万
子
（
図
五

i
3）
が
出
土
し
て
い
る
。

ω中
国
東
北
地
域

漢
代
の
中
国
東
北
地
域
に
お
い
て
も
、
素
環
万
が
盛
行
し
て
い
た
こ
と
が
、
近
年
報
告
さ
れ
た
吉
林
省
老
河
深
遺
跡
の
発
掘
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
前
漢
末
後
漢
初
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
遺
跡
出
土
の
素
環
万
に
は
洛
陽
漢
墓
出
土
品
の
よ
う
な
長
大
な
素
環
大
万

は
見
ら
れ
な
い
。

片
関
・
広
茎
B
タ
イ
プ
に
属
し
、
さ
ら
に
先
細
刃
先
、
円
形
環
頭
を
有
す
る
素
環
短
刀
（
図
五
日
・
日
）
は
こ
の
地
域
の
型
式
学

的
特
徴
を
も
っ
代
表
的
な
例
で
あ
ろ
う
o

私
は
こ
の
よ
う
な
型
式
学
的
特
徴
を
中
国
の
北
方
草
原
地
域
に
お
い
て
遊
牧
民
族
の
慣
用
の

工
具
で
あ
っ
た
青
銅
万
子
の
形
態
上
の
特
徴
と
伝
統
が
作
用
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

ま
た
老
河
深
遺
跡
で
は
万
身
と
柄
と
の
間
が
明
瞭
に
区
分
で
き
な
い
無
関
タ
イ
プ
の
素
環
万
（
図
五
日
）
も
出
土
し
て
い
る
。
こ

の
型
式
学
的
特
徴
は
先
述
し
た
前
漢
時
代
の
洛
陽
漢
墓
出
土
品
を
中
心
と
す
る
素
環
万
の
特
徴
を
ひ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
を
中
国
東
北
地
域
の
在
地
的
要
素
と
中
原
な
ど
か
ら
の
外
来
的
要
素
の
並
存
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

四

朝
鮮
半
島
と
日
本
の
素
環
刀

1 

韓
国
東
南
地
域



義
昌
郡
茶
戸
里
一
号
墓
か
ら
は
鞘
に
納
め
ら
れ
た
状
態
の
素
環
短
万
（
図
五

i
1
1
2）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
一
号
墓
の
年
代

〈
町
〉

は
伴
出
し
た
五
銑
銭
、
星
雲
鏡
な
ど
か
ら
紀
元
前
一
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
短
万
の
特
徴
の
第
一
は
、
刃

部
の
中
央
部
の
欠
損
が
著
し
い
点
で
あ
る
。
使
用
時
に
こ
の
部
位
が
主
に
使
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
第
二
は
、
環
頭
と
鞘
口
が
密
着

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
環
頭
の
役
割
は
万
身
を
鞘
に
納
め
る
際
、
柄
部
全
体
が
鞘
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
機

能
と
考
え
ら
れ
る
。
武
器
と
し
て
機
能
的
で
は
な
い
。
以
上
の
二
点
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
短
万
は
武
器
と
し
て
よ
り
も
工
具
と
し
て

の
機
能
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。

素環万の型式学的研究

さ
て
、
先
述
し
た
中
国
西
南
の
前
漢
初
期
の
羅
泊
湾
一
号
墓
出
土
品
（
図
五

3
）
と
こ
の
茶
戸
里
一
号
墓
出
土
品
と
は
型
式
学
的

に
類
似
性
が
極
め
て
高
い
。
両
例
は
長
幅
比
が
近
似
し
、
片
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
で
あ
り
、
標
準
刃
先
を
有
す
る
。
ま
た
万
身
幅
に
比

ベ
て
横
長
の
典
型
的
な
楕
円
形
で
共
作
り
の
環
頭
を
有
す
る
。
両
例
は
各
々
遠
く
離
れ
た
地
域
で
出
土
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
漢
時

代
の
例
で
あ
り
、
型
式
学
的
に
も
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
系
譜
的
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

金
海
郡
良
洞
里
八
号
墓
の
出
土
日
間
（
図
五

l
m）
は
万
身
全
体
が
外
反
り
傾
向
を
呈
し
、
先
細
刃
先
と
円
形
環
頭
を
有
す
る
な
ど
、

茶
戸
里
一
号
墓
出
土
品
と
は
型
式
学
的
な
差
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
遺
跡
は
二
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
る
が
、
近
接
地
域
の
茶
戸
里
一
号
墓
出
土
品
と
の
型
式
学
的
な
差
は
お
そ
ら
く
年
代
的
な
差

を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
先
細
刃
先
と
円
形
環
頭
の
特
徴
を
も
っ
例
（
図
五
！
日
－

M
）
が
前
漢
末
後
漢
初
の
中
国

東
北
の
老
河
深
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
紀
元
前
一
世
紀
の
茶
戸
里
一
号
墓
段
階
の
朝
鮮
半

島
に
も
標
準
刃
先
と
楕
円
形
環
頭
を
有
す
る
タ
イ
プ
と
共
に
先
細
刃
先
と
円
形
環
頭
を
有
す
る
タ
イ
プ
が
万
子
や
短
万
型
式
に
お
け
る

99 

二
者
と
し
て
、
並
存
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
は
万
子
、
短
万
の
特
徴
で
あ
る
が
、
小
万
に
も
型
式
学
的
な
差
が
存
在
す
る
。
釜
山
市
老
圃
洞
三
三
号
墳
出
土
品
（
図
五

i
お）

は
小
さ
な
刃
関
を
有
す
る
片
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
で
あ
る
。

一
方
、
釜
山
市
五
倫
台
九
号
墳
出
土
品
（
図
五

l
n）
は
明
瞭
な
刃
関
を

有
す
る
片
関
・
細
茎
B
タ
イ
プ
で
あ
る
。
老
間
洞
三
コ
一
号
墳
は
出
土
土
器
に
よ
っ
て
三
世
紀
の
第
一
一
一
の
四
半
期
に
編
年
さ
れ
る
。
五
倫

台
九
号
墳
は
五
世
紀
中
葉
と
編
年
さ
れ
浦
町
し
た
が
っ
て
こ
の
両
例
の
型
式
学
的
な
差
は
そ
の
年
代
的
な
差
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
て
、
小
万
を
出
土
し
た
老
圃
洞
三
三
号
墳
か
ら
は
大
万
の
資
料
（
図
六
｜
4
）
が
伴
出
し
て
い
る
。
小
さ
な
刃
関
を
有
し
、
さ
ら

に
若
干
の
背
関
が
認
め
ら
れ
る
大
万
で
あ
る
。
三
世
紀
の
第
四
の
四
半
期
に
編
年
さ
れ
る
老
圃
洞
一
一
一
一
号
墳
出
土
品
（
図
六
｜
3
）
も

小
さ
な
刃
関
を
も
っ
タ
イ
プ
の
大
刀
で
あ
る
が
背
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
両
倒
の
刃
関
、
背
関
は
後
述
す
る
分
厚
い
木
柄
や
柄

金
具
の
着
装
を
意
識
し
て
意
図
的
に
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
関
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

型
式
学
的
に
類
似
し
、
時
期
と
地
域
的
に
も
接
近
し
た
両
例
は
約
九

O
m
前
後
の
大
形
大
万
で
あ
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
環
頭
の

形
態
に
お
い
て
は
三
三
号
墳
出
土
の
大
万
は
典
型
的
な
方
形
、
三
一
号
墳
の
大
万
は
楕
円
形
と
異
な
る
。

老
圃
洞
三
三
、
三
一
号
両
墳
出
土
の
小
万
、
大
万
の
型
式
学
的
特
徴
は
そ
れ
以
前
の
茶
戸
里
一
号
墓
や
良
洞
里
入
号
墓
段
階
の
万
子
、

短
万
と
比
べ
て
広
茎
と
楕
円
形
環
頭
を
有
す
る
点
で
類
似
す
る
。
し
か
し
規
模
の
差
や
無
関
タ
イ
プ
の
影
響
が
強
く
残
る
小
さ
な
刃
関
、

方
形
環
頭
を
も
っ
点
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
し
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
評
価
で
き
る
。

五
世
紀
前
半
以
後
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
小
万
、
大
万
の
第
一
の
特
徴
は
明
瞭
な
両
関
を
も
っ
例
が
盛
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ゴ
一
世

紀
後
半
と
考
え
う
る
前
述
の
老
圃
洞
三
三
、
一
一
一
一
号
墳
出
土
口
聞
に
比
べ
て
最
も
大
き
な
変
化
は
、
分
厚
い
木
柄
や
柄
金
具
の
着
装
の
た

め
の
明
瞭
な
関
を
有
す
る
点
で
あ
る
。
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図六素環刀ー大刀

I 奈良県谷畑， 2 京都府椿井大塚山， 3・
4 慶尚南道老圃i同， 5 長崎県トウトゴ
山， 6 慶尚南道七山洞， 7 慶尚北道池山
洞， 8 広島県地蔵堂山， 9 兵庫県中山，

10 奈良県新沢， 11 慶尚南道福泉洞
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第
二
に
万
の
規
模
に
お
い
て
も
変
化
が
起
り
、
約
七
二
回
前
後
の
小
形
大
万
と
約
七
九
四
前
後
の
中
形
大
万
が
盛
行
す
る
。
細
茎
で

小
形
大
万
の
典
型
的
な
例
は
高
霊
郡
池
山
洞
三
二

N
W

一
号
墳
出
土
品
（
図
六

l
7）
で
あ
り
、
細
茎
で
中
形
大
万
の
典
型
例
は
金

海
市
七
山
洞

E
i
一
五
号
墳
出
土
品
（
図
六
｜
6
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
形
、
中
形
大
万
の
大
き
さ
は
大
万
の
中
で
も
実
戦
に
お

い
て
よ
り
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
小
万
の
場
合
は
顕
著
な
規
模
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
三
世
紀
後
半
の
老
圃
洞
コ
一

三
号
墳
出
土
品
と
五
世
紀
中
葉
の
五
倫
台
九
号
墳
出
土
品
は
共
に
約
五
六
回
前
後
の
典
型
的
な
小
万
の
規
模
を
示
し
て
い
る
。

第
三
の
特
徴
は
環
頭
の
製
作
に
別
作
り
技
法
が
盛
行
し
、
環
頭
の
形
態
も
多
様
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
細
茎
型
式
、
実
戦
に
適
し
た
大
万
、
環
頭
の
別
作
り
技
法
と
い
う
三
つ
の
要
素
は
韓
国
東
南
地
域
に
お
い
て
は
五
世

紀
前
半
以
後
の
素
環
刀
に
盛
行
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
い
つ
ま
で
遡
る
の
か
は
現
時
点
で
は
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
約
七
九
四
前
後
の
中
形
大
万
に
属
す
る
例
が
韓
国
東
南
地
域
に
近
い
日
本
の
対
馬
で
出
土
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は

弥
生
後
期
と
編
年
さ
れ
る
上
県
郡
ト
ウ
ト
ゴ
山
墳
墓
群
の
一
号
石
棺
出
土
日
間
（
図
六
！
5
）
で
あ
る
。
ま
た
別
作
り
技
法
に
よ
る
環
頭

の
連
接
技
法
は
前
漢
末
後
漢
初
に
編
年
さ
れ
る
中
国
東
北
の
老
河
深
遺
跡
の
短
万
に
お
い
て
確
認
し
う
る
。
ま
た
日
本
で
は
大
阪
府
崇

禅
寺
遺
跡
に
お
い
て
、
弥
生
終
末
の
庄
内
期
の
土
境
よ
り
別
作
り
環
頭
を
有
す
る
大
万
の
柄
部
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
例

か
ら
み
て
、
韓
国
東
南
地
域
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
の
出
現
期
は
五
世
紀
前
半
以
後
の
盛
行
時
期
を
相
当
に
遡
る
可
能
性

が
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
明
は
今
後
の
資
料
増
加
を
ふ
ま
え
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2 

西
日
本
地
域

弥
生
中
期
後
半
の
福
岡
県
立
岩
三
六
号
聾
棺
出
土
の
素
環
短
万
戸
図
五

1
2）
は
韓
国
東
南
部
の
茶
戸
里
一
号
墓
出
土
品
（
図
五
ー
ー



ー
1
〉
と
長
さ
、
長
幅
比
な
ど
の
型
式
学
的
特
徴
が
極
め
て
類
似
す
る
。
両
例
は
年
代
的
に
も
接
近
し
、
標
準
刃
先
と
楕
円
形
環
頭
を

有
す
る
片
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
で
あ
る
。
中
国
西
南
地
域
の
羅
泊
湾
一
号
墓
出
土
品
（
図
五
｜
3
）
と
も
系
譜
的
な
つ
な
が
り
が
窺
え
る
。

一
方
、
福
岡
県
松
本
遺
跡
出
土
品
（
図
五
ー
ロ
）
と
福
岡
県
汐
井
掛
遺
跡
D
一
六
七
出
土
品
（
図
五
！
日
〉
は
韓
国
東
南
地
域
の
良

洞
里
八
号
墓
出
土
品
（
図
五

l
m）
に
比
べ
て
万
身
の
外
反
り
傾
向
は
著
し
く
な
い
が
同
じ
片
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
の
特
徴
を
も
つ
な

ど
類
似
す
る
。
ま
た
中
国
東
北
地
域
の
老
河
深
遺
跡
出
土
品
（
図
五

l
n
－

M
）
の
特
徴
と
も
い
え
る
先
細
刃
先
と
円
形
環
頭
を
有
す

る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
地
域
の
出
土
品
は
系
譜
的
な
関
連
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

素環万の型式学的研究

さ
て
、
弥
生
遺
跡
出
土
の
万
子
、
短
万
の
特
筆
す
べ
き
型
式
学
的
特
徴
は
環
頭
が
刃
側
に
片
寄
る
非
対
称
型
環
頭
を
多
く
有
す
る
点

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
非
対
称
型
環
頭
は
環
頭
が
刃
側
に
完
全
に
片
寄
る
偏
刃
タ
イ
プ
（
図
五

l
5）
と
完
全
に
片
寄
ら
ず
背
側
に

若
干
の
突
出
部
を
残
す
タ
イ
プ
（
図
五

1
6〉
の
ニ
者
に
細
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
前
者
は
中
圏
内
蒙
古
自
治
区
の
「
西
溝
畔

円
相
却
〉

漢
代
旬
奴
墓
地
」
に
お
い
て
、
こ
の
墓
地
付
近
で
ほ
ぼ
同
時
期
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
素
環
万
子
（
図
五

1
4〉
に
そ

の
類
例
を
求
め
う
る
。
ま
た
前
漢
中
期
の
中
国
河
北
省
満
誠
一
号
墓
か
ら
も
同
種
の
素
環
短
万
（
図
五
｜
8
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ

れ
に
た
い
し
後
者
の
タ
イ
プ
は
朝
鮮
半
島
西
北
部
の
黄
海
南
道
雲
城
里
三
号
墓
出
土
の
短
万
（
図
五

1
9〉
に
類
例
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
類
例
は
遠
く
離
れ
た
地
域
で
の
出
土
品
で
あ
る
が
西
日
本
出
土
の
ニ
者
と
系
譜
的
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高
い
。

と
こ
ろ
で
先
述
の
「
偏
刃
環
頭
」
を
有
す
る
例
の
中
で
汐
井
掛
遺
跡
の

D
一
入
九
出
土
品
（
図
五

1
7〉
と
D
四
出
土
品
は
環
頭
を

作
る
に
際
し
輪
の
先
端
を
細
め
て
刃
側
の
茎
端
に
沿
わ
せ
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
報
告
者
が
指
摘
し
た
よ
う
に
両

例
は
環
頭
部
の
作
り
に
お
い
て
酷
似
す
る
。
狭
い
地
域
内
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
型
式
学
的
類
似
性
は
狭
い
範
囲
内
の
共
通
性
と
考
え
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て
よ
い
だ
ろ
う
。
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ま
た
一
方
、
形
態
上
の
若
干
の
差
異
点
は
認
め
ら
れ
る
が
広
く
西
日
本
地
域
に
偏
刃
環
頭
を
有
す
る
例
が
見
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ

る
。
こ
の
点
は
集
団
間
交
流
を
反
映
す
る
広
い
地
域
聞
の
共
通
性
と
思
わ
れ
る
。

狭
い
範
囲
の
地
域
性
を
現
わ
す
別
の
例
は
福
岡
県
前
田
山
遺
跡
の
九
号
石
棺
出
土
品
（
図
五

l
汀
）
と
五
号
士
墳
墓
出
土
品
（
図
五

！
日
）
の
二
例
で
あ
る
。
両
例
は
顕
著
な
外
反
り
刃
先
を
有
す
る
片
関
・
広
茎
A
タ
イ
プ
の
素
環
短
万
で
あ
り
、
長
幅
比
も
ほ
ぼ
同
一

数
値
を
示
す
な
ど
極
め
て
類
似
す
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
性
の
広
狭
の
差
を
も
た
ら
す
社
会
的
背
景
の
解
明
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

弥
生
後
期
前
半

1
中
頃
と
編
年
さ
れ
る
佐
賀
県
三
津
永
田
遺
跡
の
一

O
四
号
聾
棺
出
土
品
（
図
五
加
）
と
佐
賀
県
横
田
遺
跡
出
土

品
（
図
五
！
四
）
は
共
作
り
の
典
型
的
な
楕
円
形
環
頭
を
有
す
る
無
関
タ
イ
プ
の
小
万
で
あ
る
。
茎
断
面
も
二
等
辺
三
角
形
を
呈
す
る

な
ど
極
め
て
類
似
し
た
型
式
学
的
特
徴
を
示
す
。
こ
れ
ら
が
型
式
学
的
に
類
似
す
る
だ
け
で
は
な
く
接
近
し
た
時
期
と
地
域
に
属
す
る

こ
と
は
両
例
の
系
譜
が
共
通
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
漢
末
後
漢
初
の
中
国
東
北
地
域
の
老
河
深
遺
跡
か
ら
も
両

例
と
類
似
す
る
特
徴
を
も
っ
例
（
図
五
日
）
が
出
土
し
て
い
る
。
両
例
と
は
系
譜
的
な
つ
な
が
り
が
窺
え
る
。

大
万
の
本
格
的
盛
行
は
弥
生
終
末
期
か
ら
古
墳
前
期
に
か
け
て
始
ま
る
。
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
品
（
図
六
｜
2
）
の
よ
う

に
、
小
さ
な
刃
関
を
有
す
る
片
関
・
広
茎
タ
イ
プ
の
約
九

O
m
前
後
の
大
形
大
万
の
出
現
が
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
大
形
大

万
の
型
式
学
的
特
徴
に
類
似
す
る
特
徴
を
も
っ
福
岡
県
藤
崎
遺
跡
の
箱
式
石
棺
出
土
品
（
図
五

l
n）
の
よ
う
な
小
刀
の
出
現
も
注
目

す
べ
き
点
で
あ
る
。
第
二
の
特
徴
は
別
作
り
技
法
の
環
頭
を
持
つ
大
刀
の
出
現
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
大
阪
府
崇
禅
寺
遺
跡
に
お
い

て
庄
内
式
土
器
と
伴
出
し
た
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

四
世
紀
後
葉
か
ら
五
世
紀
初
め
頃
に
な
る
と
様
相
は
変
わ
る
。
福
岡
県
一
貴
山
銚
子
塚
古
墳
の
三
本
の
素
環
大
万
の
副
葬
な
ど
素
環



大
万
の
多
量
副
葬
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
約
一
一
一

O
佃
を
越
え
る
長
大
な
大
万
（
図
六
｜
1
）
の
副
葬
も
特
徴
的
で
あ
る
。

五
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
は
片
関
・
細
茎
タ
イ
プ
の
例
（
図
六
｜
8
〉
や
両
関
・
細
茎
タ
イ
プ
の
例
（
図
六
｜
9
）
が
出
現

す
る
。
さ
ら
に
柄
金
具
を
着
装
す
る
例
ハ
図
六
｜
叩
）
の
出
現
も
特
徴
的
で
あ
る
。
大
万
の
規
模
に
も
変
化
が
現
わ
れ
、
と
く
に
実
戦

に
お
い
て
、
よ
り
有
効
な
規
模
と
考
え
ら
れ
る
小
形
、
中
形
大
万
が
盛
行
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。

五

素
環
刀
変
遷
の
画
期
と
背
景

素環万の型式学的研究

以
上
の
型
式
学
的
考
察
を
基
礎
と
す
る
と
、
韓
国
東
南
地
域
と
西
日
本
地
域
に
お
け
る
素
環
万
の
変
遷
に
は
次
の
よ
う
な
三
つ
の
画

期
を
指
摘
で
き
よ
う
（
図
七
d

。

1 

韓
国
東
南
地
域

こ
の
地
域
に
お
け
る
第
一
の
画
期
は
五
録
銭
、
星
雲
鏡
と
共
に
素
環
短
万
が
出
土
す
る
紀
元
前
一
世
紀
後
半
の
茶
戸
里
一
号
墓
段
階

に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
に
は
青
銅
短
剣
や
鉄
製
短
剣
が
伴
出
す
る
。
ま
た
こ
の
素
環
短
万
と
中
国
西
南
地
域
の
前
漢
初
期
の
羅
泊

湾
一
号
墓
出
土
の
素
環
刀
子
と
は
型
式
学
的
に
類
似
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
第
一
の
画
期
に
は
前
漢
の
影
響
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。第
二
の
画
期
は
三
世
紀
後
半
の
老
圏
洞
三
一
、
三
三
号
墳
段
階
に
設
定
す
る
。
小
さ
な
刃
関
を
有
す
る
約
九

O
佃
前
後
の
大
形
大
万

の
出
土
が
特
徴
的
で
あ
る
。
小
万
と
大
万
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
出
土
す
る
こ
と
や
方
形
環
頭
を
有
す
る
例
が
現
わ
れ
る
点
も
重
要
で
あ
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る
。
中
国
三
国
時
代
の
説
、
呉
、
萄
の
激
し
い
対
立
を
背
景
と
す
る
万
の
製
作
技
術
の
発
達
と
大
量
生
産
に
伴
う
規
格
化
に
影
響
を
受
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遷の諸段階

1 慶南茶戸呈

2 福岡立岩
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5・6 慶南老闘病

7 京都府椿井大塚

山
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9 



け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
画
期
は
五
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
後
は
明
瞭
な
関
を
有
す
る
細
茎
タ
イ
プ
の
小
形
、
中
形
大
万
が
盛
行
す
る
。

ま
た
装
飾
的
な
柄
金
具
の
着
装
も
盛
行
し
始
め
る
。

細
茎
タ
イ
プ
の
大
万
は
相
対
的
に
万
の
重
心
が
無
関
や
広
茎
タ
イ
プ
の
大
万
よ
り
万
身
の
方
に
置
か
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た

茎
幅
が
細
く
な
る
に
つ
れ
て
よ
り
厚
い
木
柄
の
着
装
も
可
能
に
な
る
。
厚
い
木
柄
は
斬
撃
時
、
手
に
及
ぶ
衝
撃
を
減
ら
す
こ
と
を
可
能

と
す
る
。
適
度
な
長
さ
と
衝
撃
減
少
の
工
夫
を
も
っ
こ
の
種
の
大
万
は
馬
の
ス
ピ
ー
ド
を
利
用
す
る
騎
馬
戦
に
お
い
て
は
特
に
有
効
で

素環万の型式学的研究

あ
ろ
う
。

木
柄
が
厚
く
な
る
に
つ
れ
て
木
柄
を
固
定
さ
せ
る
の
に
柄
金
具
が
補
強
材
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時

に
装
飾
文
様
を
施
し
た
銅
製
の
柄
金
具
（
図
六
！
日
）
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
柄
金
具
は
実
用
的
機
能
以
外
に
装
飾
的
な
機
能
を
も

っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

第
三
の
画
期
に
は
第
一
に
騎
馬
戦
の
普
及
、
第
二
に
素
環
大
万
の
柄
金
具
の
装
飾
化
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
所
持
者
の
地
位
の
視

覚
的
表
現
を
必
要
と
す
る
社
会
的
、
政
治
的
状
況
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2 

西
日
本
地
域

第
一
の
画
期
は
弥
生
時
代
中
期
後
半
で
あ
る
。
万
子
、
短
万
を
中
心
と
す
る
素
環
万
が
出
現
す
る
時
期
で
あ
る
。
型
式
学
的
に
は
漢

代
の
中
国
中
原
地
域
や
西
南
地
域
的
要
素
と
朝
鮮
半
島
を
含
む
中
国
北
部
や
東
北
地
域
的
要
素
が
並
存
す
る
。
い
ず
れ
も
漢
代
の
中
国
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大
陸
の
影
響
が
第
一
の
画
期
の
背
景
に
認
め
う
る
。
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第
二
の
画
期
は
弥
生
終
末
期
で
あ
る
。
弥
生
後
期
に
は
素
環
万
の
型
式
学
的
共
通
性
つ
ま
り
斉
一
性
が
著
し
く
広
が
る
が
当
時
の
集

団
間
交
流
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
素
環
万
の
導
入
時
の
形
態
的
特
徴
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
さ
て
、
弥
生

終
末
期
に
な
る
と
崇
禅
寺
遺
跡
出
土
品
の
よ
う
に
別
作
り
技
法
の
環
頭
を
有
す
る
大
万
が
出
現
す
る
。
ま
た
小
さ
な
刃
関
を
有
す
る
約

九
O
佃
前
後
の
大
形
大
万
の
出
現
と
こ
の
大
形
大
万
の
形
態
に
類
似
す
る
小
万
の
出
現
も
こ
の
画
期
の
特
徴
で
あ
る
。
韓
国
東
南
地
域

と
同
様
に
三
国
時
代
中
国
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
背
景
は
西
日
本
地
域
に
お
け
る
内
在
的
な
要
因
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
方
後
円
墳
出
現
直
前
の
政
治
状
況
の
も
と
で
、

当
時
の
中
国
大
陸
で
流
行
す
る
素
環
大
万
な
ど
の
威
信
財
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
持
者
の
権
威
を
表
現
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た

結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
画
期
は
五
世
紀
代
に
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
二
つ
の
小
画
期
に
分
け
う
る
。

第
一
の
小
画
期
は
四
世
紀
後
葉
か
ら
五
世
紀
初
め
頃
で
あ
る
。

一
つ
の
古
墳
に
素
環
大
万
を
多
量
副
葬
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
約
一
一
一

omを
越
え
る
長
大
な
大
万
の
存
在
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

一
つ
の
古
墳
に
素
環
大
刀
を
多
量
副
葬
す
る
特
徴
は
韓

国
東
南
地
域
の
五
世
紀
前
半
の
第
三
の
画
期
に
も
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
韓
国
東
南
地
域
の
場
合
は
柄
金
具
な
ど
を
装
飾
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
所
持
者
の
地
位
を
表
現
し
た
の
に
た
い
し
、
西
日
本
で
は
約
二
一

omを
越
え
、
実
戦
で
の
使
用
に
適
さ
な
い
長
大
な

大
万
（
図
六

i
1）
に
よ
っ
て
所
持
者
の
権
威
を
視
覚
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
点
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
西
日
本
地
域
と
韓
国
東

南
地
域
に
お
い
て
権
威
の
視
覚
的
表
現
方
法
が
異
な
る
と
は
い
え
、
素
環
大
万
が
権
威
を
誇
示
す
る
道
具
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
第
一
の
小
画
期
を
も
た
ら
す
背
景
は
広
開
土
王
碑
文
に
描
か
れ
る
四

O
O年
前
後
の
政
治
的
緊
張
な
ど
国
際
情
勢
の
変
化

に
起
因
す
る
点
が
大
き
い
と
推
定
す
る
。



第
三
の
画
期
に
お
け
る
第
二
の
小
画
期
は
五
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
で
あ
る
。
分
厚
い
木
柄
や
柄
金
具
の
装
着
が
意
識
的
に
採
用
さ
れ

る
。
そ
の
意
図
を
反
映
し
て
明
瞭
な
関
を
有
す
る
細
茎
タ
イ
プ
の
小
形
、
中
形
大
刀
が
盛
行
し
始
め
る
。
こ
の
よ
う
な
素
環
大
万
の
出

現
と
盛
行
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
騎
馬
戦
の
導
入
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
額
向
は
韓
国
東
南
地
域
の
第

三
の
画
期
に
も
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
頻
繁
な
戦
争
を
通
じ
て
実
戦
に
お
い
て
よ
り
効
果
的
な
素
環
万
が
出
現
し
、
盛
行
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
五
世
紀
中
葉
に
始
ま
る
第
二
の
小
画
期
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
国
際
関
係
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
現
時
点
で
は
こ
の
小
画
期
を
も
た
ら
す
系
譜
を
一
元
的
に
追
求
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。
こ
の
小
画
期
を
め
ぐ
る
東

素環刀の型式学的研究

ア
ジ
ア
の
政
治
的
社
会
的
情
勢
は
、

よ
り
複
雑
で
あ
る
か
ら
、
今
後
東
ア
ジ
ア
を
範
囲
と
す
る
武
器
や
武
具
全
般
を
視
野
に
い
れ
た
包

括
的
分
析
を
実
施
し
た
上
で
再
論
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま

と

め

小
稿
で
は
素
環
万
の
型
式
学
的
分
析
を
基
礎
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
素
環
万
の
出
現
と
変
遷
過
程
を
追
求
し
た
。
以
下

に
そ
の
主
要
な
論
点
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

ω素
環
万
の
規
模
に
つ
い
て
、

万
身
を
も
含
め
た
デ
ー
タ
を
基
礎
と
し
て
統
計
的
整
理
を
試
み
、
新
た
な
分
類
基
準
を
提
示
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
素
環
刀
を
万
子
、
短
万
、
小
万
、
大
万
の
四
つ
の
器
種
に
分
類
す
る
客
観
的
根
拠
を
示
し
た
。

ω素
環
万
の
四
つ
の
部
分
ハ
関
・
茎
・
刃
先
・
環
頭
）
の
属
性
を
基
準
と
し
て
型
式
を
細
分
し
た
。
ま
た
各
器
種
ご
と
に
属
性
相
互

の
関
係
を
統
計
的
に
分
折
し
た
。
こ
の
結
果
、
器
種
別
に
特
徴
的
な
傾
向
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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ω中
国
漢
代
に
お
け
る
素
環
大
万
の
出
現
と
盛
行
を
工
具
か
ら
武
器
の
分
離
独
立
と
い
う
質
的
変
化
と
把
握
し
た
。
ま
た
武
器
と
し
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て
の
素
環
刀
の
盛
行
に
は
戦
術
上
の
利
点
が
一
要
素
と
し
て
作
用
し
た
と
考
え
た
。
さ
ら
に
中
原
、
西
南
、
東
北
の
各
地
域
に
は
在
地

的
特
徴
を
も
っ
素
環
刀
と
外
来
的
要
素
を
も
っ
素
環
万
が
並
存
す
る
現
象
が
み
ら
れ
た
。

判
韓
国
東
南
地
域
と
西
日
本
地
域
に
は
素
環
刀
の
出
現
と
変
遷
過
程
に
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
画
期
が
認
め
ら
れ
た
。
両
地
域
の
第
一
の

画
期
は
漢
代
中
国
の
影
響
に
よ
る
素
環
万
の
出
現
期
に
あ
た
る
。
第
二
の
画
期
は
三
国
時
代
中
国
の
影
響
を
受
け
る
時
期
で
あ
る
。
と

く
に
西
日
本
地
域
の
場
合
は
前
方
後
円
墳
出
現
直
前
の
政
治
状
況
の
も
と
で
、
中
国
大
陸
で
流
行
す
る
素
環
大
万
な
ど
の
威
信
財
を
も

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
持
者
の
権
威
を
表
現
す
る
必
要
性
が
高
ま
る
と
い
う
内
在
的
要
因
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
の
画

期
は
五
世
紀
で
あ
る
。
西
日
本
で
は
四
世
紀
後
葉
か
ら
五
世
紀
初
に
か
け
て
素
環
大
万
を
多
量
副
葬
す
る
現
象
と
長
大
形
大
刀
の
出
現

が
顕
著
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
政
治
的
緊
張
が
そ
の
背
景
に
あ
ろ
う
。
韓
国
東
南
地
域
で
は
五
世
紀
前
半
以
後
細
茎
タ
イ
プ
の
大
万
が

盛
行
す
る
。
騎
馬
戦
の
普
及
に
伴
う
現
象
で
あ
ろ
う
。
西
日
本
地
域
に
お
い
て
も
五
世
紀
中
葉
以
後
同
じ
現
象
が
現
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
環
万
の
変
遷
と
そ
の
画
期
が
東
ア
ジ
ア
世
界
内
に
お
い
て
き
わ
め
て
緊
密
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
再
度
強
調
し
て
筆
を

（
泣
）

お
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
謝
辞
〕
小
稿
は
一
九
九

O
年
に
大
阪
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
を
基
礎
に
叙
述
の
大
幅
な
修
正
と
論
旨
の
変
更
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。
厳
し
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
都
出
比
呂
志
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
福
永
仲
哉
先
生
を
は
じ
め
、
青
谷
尚
美
、

松
木
武
彦
、
北
篠
芳
隆
、
佐
々
木
憲
一
、
楠
山
遵
由
、
朴
天
秀
、
土
口
沢
美
香
、
杉
井
健
、
戸
田
妙
美
、
清
家
章
、
大
庭
重
信
の
諸
賢
の

ほ
か
大
阪
大
学
の
先
輩
、
同
学
に
は
心
か
ら
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
辻
本
直
男
、
杉
江
正
敏
、
月
山
貞
利
の
諸
先
生
か
ら

は
万
剣
の
製
作
技
術
に
関
し
て
有
益
な
御
教
一
部
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
執
筆
の
際
、
資
料
調
査
に
お
い
て
安
在
暗
、
任
鶴
鐘
、
岡
部



角
浩
行
、

裕
俊
、
岡
村
秀
典
、
置
田
雅
昭
、
小
野
山
節
、
蒲
原
宏
行
、
金
貞
姫
、
金
貞
礼
、
金
正
完
、
後
藤
直
、
塩
屋
勝
利
、
山
中
敬
激
、
全
玉
年
、

田
中
害
夫
、
千
賀
久
、
超
栄
済
、
鄭
澄
元
、
中
島
達
也
、
中
村
徹
也
、
西
谷
正
、
禰
宜
回
佳
男
、
河
仁
秀
、
朴
升
圭
、
菱
田

哲
郎
、
広
瀬
和
雄
、
洪
順
光
、
丸
山
康
晴
、
柳
本
照
男
、
李
相
憲
、
李
柱
憲
、
李
海
蓮
、
李
栄
勲
、
渡
辺
芳
郎
、
大
阪
府
立
弥
生
文
化

博
物
館
、
小
郡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
春
日
市
教
育
委
員
会
、
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室
、
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
、
慶
尚
大

学
校
博
物
館
、
慶
星
大
学
校
博
物
館
、
佐
賀
県
立
博
物
館
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
韓
国
国
立
普
州
博
物
館
、
韓
国
国
立
中

央
博
物
館
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
、
釜
山
市
立
博
物
館
、
釜
山
大
学
校
博
物
館
、
前
原
町
教
育
委

員
会
、
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

素環万の型式学的研究

の
諸
先
生
、
諸
賢
な
ら
び
に
諸
機
関
の
御
世
話
に
な
っ
た
。
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
黒
田
俊
雄
先
生
の
御
健
勝
を
お
祈
り
し
な
が
ら
、
小
論
を
先
生
に
献
呈
す
る
。

注
（

1
〉

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
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今
尾
文
昭
「
素
環
頭
鉄
万
考
L

『
考
古
学
論
致
』
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀
要
』
第
八
冊
、
一
九
八
二
年
、
二
ハ

i
一
七
頁
。

杉
原
和
雄
「
わ
が
国
の
鉄
製
素
環
頭
大
刀
に
つ
い
て
」
『
史
想
』
第
一
四
号
、
一
九
六
八
年
、
四
四
｜
四
五
頁
。

児
玉
真
一
「
鉄
製
素
環
万
」
『
森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
古
文
化
論
集
』
上
巻
、
同
論
文
集
刊
行
会
二
九
八
二
年
、
七
一
六
l
七
一
七
頁
。

中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
科
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
、
一
九
三

l
一
九
四
頁
。

図
一
の
グ
ラ
フ
中
の
番
号
順
に
出
土
遺
跡
を
示
し
て
お
く
。

1
・
4
・
9
・
日
山
口
県
朝
田
墳
墓
群
、

2
佐
賀
県
吉
野
ケ
里
遺
跡
、

3
佐

賀
県
椛
島
山
遺
跡
、

5
－
m福
岡
県
立
岩
遺
跡
、

6
－
m
－
m
－
m
・
幻
福
岡
県
汐
井
掛
遺
跡
、

7
福
岡
県
室
満
尾
遺
跡
、

8
福
岡
県
三

沢
栗
原
遺
跡
、
日
広
西
壮
族
自
治
区
羅
泊
湾
一
号
墓
、
ロ
福
岡
県
上
り
立
遺
跡
、
日
・
お
福
岡
県
吉
武
樋
渡
遺
跡
、
日
福
岡
県
松
本
遺
跡
、

U
－
m福
岡
県
前
田
山
遺
跡
、

ω慶
尚
南
道
茶
戸
里
一
号
墓
、
幻
慶
尚
南
道
良
洞
皇
入
号
墓
、
お
－

M
－
m
－
a
・
初
吉
林
省
老
河
深
遺

跡
、
お
黄
海
南
道
雲
城
里
三
号
墓
、
羽
・
叫
慶
尚
南
道
道
渓
洞
古
墳
群
、

ω佐
賀
県
み
や
こ
遺
跡
、

m
M

・
お
佐
賀
県
ニ
塚
山
遺
跡
、
お
福

岡
県
丸
尾
台
遺
跡
、
日
目
佐
賀
県
妻
山
四
号
古
墳
、
お
佐
賀
県
三
津
永
田
遺
跡
、
日
出
・

π
・
位
釜
山
市
老
園
洞
遺
跡
、
お
・
釘
釜
山
市
五
倫
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（

6
〉

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
〉

（

刊

〉

（日）

台
古
墳
群
、
泊
福
岡
県
藤
崎
遺
跡
、
狙
佐
賀
県
横
田
遺
跡
、
必
－

n
・
万
福
岡
県
一
貴
山
銚
子
塚
古
墳
、

M
M

・
必
奈
良
県
新
沢
千
塚
古
墳

群、

H
H

－
mω

－

m
－
伺
・
出
慶
尚
南
道
玉
田
古
墳
群
、

M
M

・
日
慶
尚
北
道
池
山
洞
古
墳
群
、
川
崎
和
歌
山
県
百
合
山
二
号
墳
、
幻
岡
山
県
押

入
西
一
号
墳
、
約
釜
山
市
鶴
巣
台
古
墳
群
、
印
慶
尚
南
道
礼
安
旦
二
八
号
墳
、
日
釜
山
市
福
泉
洞
一
一
号
墳
、
日
京
都
府
丸
山
古
墳
、
日

・
同
慶
尚
南
道
白
川
里
一
号
墳
、
閉
山
広
島
県
地
蔵
堂
山
一
号
墳
、
部
奈
良
県
池
ノ
内
七
号
墳
、
日
・
剖
釜
山
市
福
泉
洞
二
二
号
墳
、
的
－

M
慶
尚
南
道
七
山
洞
古
墳
群
、
位
長
崎
県
対
馬
ト
ウ
ト
ゴ
山
墳
墓
群
、
日
兵
庫
県
中
山
一
二
号
墳
、
倒
釜
山
大
学
所
蔵
ロ
問
（
伝
金
海
出
土
）
、

町
福
岡
県
平
原
遺
跡
、
付
加
福
岡
県
鋤
先
古
墳
、
田
島
根
県
奥
才
一
四
号
墳
、
叩
釜
山
市
塊
亭
洞
古
墳
群
、
花
－

mm
釜
山
大
学
所
蔵
日
間
（
伝

慶
州
河
洞
出
土
）
、
泊
兵
庫
県
宮
山
古
墳
、
活
福
岡
県
老
司
古
墳
、
乃
長
野
県
フ
ネ
古
墳
、
創
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
、
出
－

U
天
理

参
考
館
所
蔵
日
間
（
伝
中
国
出
土
）
、
回
福
岡
県
向
谷
一
号
墳
、
部
福
岡
県
向
原
遺
跡
、
回
奈
良
県
谷
畑
古
墳
。

。
E
5
9
〈・の－
w

同ヨ』
wm
守口、悼
N
町民
h
p
ハリ釦
HH凶

σ門戸仏関白いわ同
Bσ
ユ門紅白

d
E
J刊
mH1
印日同
M1
司門司白血噂同由
ω
c
u
H）同】・
UAF
－－U
叶・

末
、
氷
雅
雄
『
日
本
土
代
の
武
器
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
一
年
。
俵
国
一
『
日
本
万
の
科
学
的
研
究
』
日
立
評
論
社
、
一
九
五
コ
一
年
。

揚
訟
『
中
国
古
兵
器
論
叢
』
文
物
出
版
社
、
一
九
人

O
年
、
二
二
｜
一
二
七
頁
。

ハリ宮丘町切〈・。－
w

。同）・円山門よ同）
H
U

・叶日
l
叶由・

広
西
壮
族
自
治
区
民
族
研
究
所
編
『
広
西
左
江
流
域
崖
壁
画
考
察
与
研
究
』
広
西
民
族
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
二
一
七

l
一一一一入頁
O

E
P
J
E
P－
h
k
F

河町四阿山
B
E丘町
O
ロ
え
各
四
河
己
主
目
。
ロ
曲
目
H
e

げ
刊
件
当
巾
巾
口
回
円
。
ロ
N
町田

O
片
同
町
巾

ω
町
田
口
問
わ
己
芦
口
円
冊
目
ロ
門
回
。
同

H
y
m

Z
0
3
F
Rロ
N
O
ロ
p
．ハ山口）

n
E
m
w
ロ
炉
開
・
。
・
（
巾
己
－
Y
匂

S
R同凡
h
h
w
b
H
1
匂
陸
自
誌
h

a

『円
MH
白m
S
N
q
h
k
－

zq宅
出

向
a

〈
開
口
日
ペ
己
目
白
ロ
日
4
m
円曲目

q

H
U

門市白血－
H

U

∞
少
匂
－
N
日叶・

町
田
章
「
環
刀
の
系
譜
」
『
研
究
論
集
』

E
、
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
』
第
二
十
八
冊
、
一
九
七
八
年
、
八
三
頁
。

置
国
雅
昭
「
古
墳
時
代
の
木
製
万
把
装
具
」
『
天
理
大
学
学
報
』
第
一
四
五
輯
、
一
九
八
五
年
、
五
人

l
五
九
頁
。

朱
錫
禄
編
著
『
武
氏
洞
漢
画
像
石
』
山
東
美
術
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
二
四
・
四
三
頁
。

楊
訟
『
中
国
古
兵
器
論
叢
』
（
訪
問
掲
注
8
）
一
二
三
一
貝
。

広
西
壮
族
自
治
区
博
物
館
編
『
広
西
貴
県
羅
泊
湾
漢
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
九
五
｜
九
六
頁
。

李
健
茂
・
李
栄
勲
・
弔
ア
光
鎮
・
申
大
坤
「
義
昌
茶
戸
里
遺
跡
発
掘
進
展
報
告
」
『
考
古
学
誌
』
第
一
輯
、
韓
国
考
古
美
術
研
究
所
、

八
九
年
。

（

M
M
〉

（臼）

（

U
）
 

（日）

（
日
四
）

（

幻

〉

九
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（

時

）

（

mw）
 

（

m山
〉

（

幻

）

（

幻

〉

釜
山
大
学
校
博
物
館
編
『
東
茶
福
泉
洞
古
墳
群
I
』
本
文
、
一
九
ん
三
年
、
一
九
頁
。

吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
検
樹
老
河
深
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
七
六
頁
。

国
広
金
・
郭
素
新
編
著
『
都
爾
多
斯
式
青
銅
器
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
一
二
八
九
｜
一
二
九
三
頁
。

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
編
『
一
二
世
紀
の
九
州
と
近
畿
』
一
九
八
三
年
、
一

O
一頁、

X
線
写
真
。

小
稿
の
図
表
で
扱
っ
た
素
環
万
は
基
本
的
に
各
報
告
書
よ
り
引
用
し
た
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
一
部
に
筆
者
の
資
料
調
査
に
よ
る
知
見
に

も
と
づ
い
て
改
変
し
た
も
の
が
あ
る
。

ハ
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


